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【 簡単解説 なぜ空調は必要か？ 熱膨張とは 】

最大の理由は“物”は熱により変形するためです。 ここで“物”とは [ワーク]と[加工・測定機]
※プラスチックなどの吸湿性のある“物”は湿度変化でも変形します。

熱による変形（熱膨張）の数値例  100mm@20℃の棒の長さ、21℃では何 mm？

S 4 5 C  :  1 0 0 . 0 0 1 F C 2 5 0  :  1 0 0 . 0 0 1 S U S 3 0 4  :  1 0 0 . 0 0 2 A 5 0 5 2 :  1 0 0 . 0 0 3
インバー :  1 0 0 . 0 0 0 1 ﾁ ﾀ ﾝ 合金 :  1 0 0 . 0 0 1 ｲ ﾝ ｺ ﾈ ﾙ :  1 0 0 . 0 0 1 S i C  :  1 0 0 . 0 0 0 3
ｱﾙﾐﾅ 99%: 100.0005 ｼ ﾞ ﾙ ｺ ﾆ ｱ :  1 0 0 . 0 0 1 ｶ ﾞ ﾗ ｽ :  1 0 0 . 0 0 1 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ :  1 0 0 . 0 0 1
M C  ﾅ ｲ ﾛ ﾝ :  1 0 0 . 0 0 9 P E E K  :  1 0 0 . 0 0 5 ﾕﾆﾚｰﾄ (縦 )  :  100.0 04 ﾕﾆﾚｰﾄ (横 )  :  100.0 07

ｱ ｸ ﾘ ﾙ :  1 0 0 . 0 0 7
ｱ ｸ ﾘ ﾙ ( 吸 湿 効 果 )  :

100.002
ｶ ﾞ ﾗｴ ﾎﾟ F R 4(繊維 )  :

100.001
ｶ ﾞ ﾗ ｴ ﾎ ﾟ F R 4 ( 厚み ) :

100.010

 ユニレート：内部の繊維方向により、伸び率が変わります。

※ＣＦＲＰ等の繊維複合素材はこの傾向があります。

 ガラエポＦＲ４：縦横の繊維方向も若干違いますが、板厚み方向は極端に違います。

 アクリル：（吸湿変化の例）

年間通じて湿度差が 50%RH あれば、ワーク含水率の差が約 1%あり、長さの変化は最大 0.2%になる。

1m 当たり約 2mm の変化を温度伸縮の他に見込む必要あり。

【３次元の熱膨張】

表の数値は“線”の伸縮です。

ワークの“面”積的な伸縮は上記のおよそ１．５倍

３次元的な“体積”の伸縮は対角線でみて凡そ３倍

さらに複雑な熱による変形の問題があります。

温度の不均一

一塊の物も、周囲の温度が違えば

表面の伸び具合が違うため、歪ん

でしまいます。

異種材料の接合

違う物は、違う熱伸縮を

します。伸縮の力は大変

強く、どちらかより変形

する力で、全体が歪んで

しまいます。
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【 簡単解説 なぜ空調は必要か？ 機械加工現場の状況 】

機械設備に見る熱変形の複雑さ

A) 輻射による： 日光・ストーブ等の暖房器具から機械表面に直接伝わる。

“光”や“赤外線”により機械表面に直接（空気に関係なく）伝わります。

空調では防止できない。仕切り板等で直接機械にこれらの光を当てないことが重要。

B) 熱伝導による： 機械内部のモータなどから、機械本体へ直接伝わる。

物の内部、物と物が接触して伝わる熱です。空調では防止できない。

機械メーカの設計・製造によりのみ防止できます。（機械の善し悪し）

C) 熱伝達による： 周囲の空気、オイルコンの排気、切削剤への加工熱など流体と物の間で伝わる。

流体（空気や水、オイルなど）と物との間で伝わる熱のことです。

空調（温調）により管理可能。空気の温度と、流れるスピードの２要素で伝わり方が決まります。

温度+流れ 両方の適切な管理が必要です。


